
（証券コード：2335）

株主の皆様へ

　平素格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　当社は2023年11月1日付にて2024年3月期第2四半期の決算短信を発表いたしました。昨今、
世界情勢・経済は予断を許さない状況にありますが、企業のIT投資は活発で、社会全体の課題解決や
効率化を目指すソーシャルDX化も進められています。その中核技術の一つであるクラウドソリュー
ションは、ミッションクリティカルな領域まで適用されるようになり大きな需要が期待されています。
当社は、この領域のパイオニアとしてOracle Japan Award 2023にて賞をいただくなど、ソー
シャルDX含めこれから始まる大きなトレンドに応えられると実感できた上期となりました。加えて、昨
年12月に株式会社野村総合研究所との資本・業務提携により、新領域での大型案件を通じて、上期
は大きく業績を伸ばすことができました。詳細は、当社HPに掲載している決算短信、決算補足説明資
料をご高覧ください※。
　さて、第1次中期経営計画最終年度である今年度は「生産体制の拡充」を注力テーマの一つとして
掲げています。旺盛な需要に応え、今後、飛躍的に成長するための最優先の課題となります。「生産体
制の拡充」つまり、人的資本、社会関係資本、製造資本の3つの柱にフォーカスしており、中でも人的
資本における「量の確保・拡大」「質の向上」「社会貢献・意欲の向上」については非常に重要視してい
ます。
　具体的な取り組みとしては、国内ニアショア・海外オフショア体制の強化を行っています。次に、技
術者とスタッフそれぞれの育成プラットフォームの整備を進め、運用を開始しました。そして、社員の
活躍や成果に報いることができるよう新人事制度適用を来期に計画しています。加えて、ウェルビー
イング経営にも通じる社員エンゲージメントを、経営と現場が一体となって考える委員会を立ち上げ、
様々な取り組みを進めています。
　上期は、このように躍動感を持って事業と経営の基盤整備に取り組むことができました。そして、来
年度から始まる第2次中期経営計画ではそれらを礎にして、飛躍的な成長、新たなビジネスモデルの
展開を目指してまいります。
　今年7月の創立記念日に、私は第2次中期経営計画を「第二の創業」のスタートに位置づけると宣
言いたしました。創立50周年を経て、未来に向けた力強い計画にしたいと考えています。詳細は期末
の決算発表、次の株主様向けレターでも取り上げていきたいと思います。引き続き、社員一丸となっ
て株主様の期待に応えるとともに、社会貢献を果たしていく所存です。大いにご期待ください。
　末筆ながら株主様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

※本文章は、2023年11月1日付で当社HPに掲載しております株主様向けレターを引用しております。

本書状にてご案内いたしました資料、内容は以下のWebサイトに掲載しております。
※ 決算短信、補足説明資料ページ　https://www.cubesystem.co.jp/ir/library/library/
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株式の状況 （2023年9月30日現在）

所有者別分布状況

大株主
株主メモ

特別口座に記録された株式に関するお手続き用紙のご請求は、以下のお電話なら
びにインターネットにより受け付けておりますので、ご利用ください。

TEL 0120-232-711 （受付時間：平日9：00〜17：00／フリーダイヤル）
インターネットアドレス　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

株式に関するお手続き用紙のご請求について

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月中

上 記 基 準 日 毎年3月31日　その他必要があるときは、あらかじめ公告して臨時に
基準日を定めます。

配当金受領株主確定日 毎年3月31日　（中間配当を行う場合は9月30日）

株主名簿管理人特別
口座の口座管理機関

〒100-8212　東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
東京都府中市日鋼町1-1
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-232-711（受付時間：平日9：00〜17：00／フリーダイヤル）

公 告 方 法
電子公告（当社ホームページ https://www.cubesystem.co.jp/ に掲載。）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載する。

発行可能株式総数 22,364,000株

発行済株式の総数
（自己株式2,732株を除く） 15,747,268株

株主数 12,498名

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（%）

株式会社野村総合研究所 3,178 20.18

キューブシステム従業員持株会 1,502 9.54

﨑山　收 1,121 7.12

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

903 5.73

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（役員報酬BIP信託口）

586 3.72

小貫　明美 401 2.54

内田　敏雄 220 1.40

佐藤　俊郁 199 1.26

㟢山　美歌 148 0.94

㟢山　富子 119 0.75

15,750,000株
（自己株式を含む）

外国法人等
268千株
（1.71%）

自己株式
2千株
（0.02%）

金融商品取引業者
160千株
（1.02%）

金融機関
1,759千株
（11.16%）

その他国内法人
3,273千株（20.79%）

個人・その他
10,284千株
（65.30%）

本 社

西日本ソリューション事業本部

名 古 屋 オ フ ィ ス

福 岡 オ フ ィ ス

〒141-0032　東京都品川区大崎2丁目11番1号 大崎ウィズタワー
TEL.03-5487-6030（代）
〒541-0053　大阪府大阪市中央区本町1丁目6番16号 いちご堺筋本町ビル6階
TEL.06-6260-2266（代）
〒460-0008　愛知県名古屋市中区栄2丁目11番19号 熊田白川ビル7階
TEL.052-211-9140
〒812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前4丁目11番19号 博多駅前パークサイドビル4階
TEL.092-411-2200

博多駅から徒歩6分、環境認証も取得している働きやすい職場です。九州地域で
の事業展開ならびに全社の生産体制拡充を進めていきます。 Oracle Cloud Infrastructureを活用した SIプロジェクトにおける貢献が高く

評価され、受賞いたしました。今後も高い技術力と独自のノウハウを生かし、社会
やお客様のビジネスに貢献していきます。

当社の強みの紹介や、人的資本拡充について担当役員が語る
座談会などを盛り込み、充実させた内容となっています。

●ニアショアの新拠点として福岡オフィスを開設 ●Oracle Japan Award 2023において
　「Best Cloud Integrator Partner of the Year」を受賞

●統合報告書2023を発行

https://www.cubesystem.co.jp/ir/library/integratedreport/


